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モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２６）



大正大学モンゴル佛典研究会



序文（年度）



 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉～葉のローマ字

転写、翻訳、注釈を提示する。

 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。

 阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリヤ（本研究会研究員）、茨木智

志（上越教育大学教授）、ウルジージャルガル（本研究会研究員）、エルデニバ

ートル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバヤル（内モンゴル大学教授 故人）、

片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学非常勤講師）、新藤篤史

（大正大学助教）、高橋宏之（埼玉県富士見市立水子貝塚資料館）、都馬バイカル

（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会研究員）、三浦順子（本研究会研究

員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦（本研究会研究員）、梅花（内モン

ゴル大学教授）、山口勝弘（本研究会研究員）。



   一 凡例

・原文の「葉」および「行」の表示方法について

   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、葉７行はと

表示する。

・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを

基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す

るなど若干の変更を加えてある。

・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的

に修正した。
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・略記：チベット語テキスト
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 

行会、昭和 15年 

フート本： （著）（編） 

  

        

青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年 12月 

 

翻訳 

橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 

昭和 15年 

フート訳：（著）（訳） 





テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 

МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ

УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 

天津古籍出版社、1990年 12月 
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(1) （学位、学位答弁）
(2)  
(3)   
(4)   
(5)   
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(1) （学位、学位答弁）
(2)  
(3)   
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 （乾隆）皇帝は大いに喜んだので、上人たちにそれぞれ、絹布の奉賞、弟

子たちに

 帽、僧服、銀などの稀有な賞品を与えた。丙寅の年（年）

 ２月中に、新しい寺廟において祈願会を創始した。その（２月）１日に

 大皇帝（乾隆帝）も法会の初めに招かれ、２人の尊者と経典弁論の許可に

ついて話し合った。

 新しい寺廟の２人の弟子は、神学位取得答弁をやらせて、ゲブシたちは経

典弁論を行い、

ラサの大祈願会のように名称を与える規則を創った。皇帝の御言葉により、

御 

 前にてラマ、僧伽が集まった法会において、ジャンジャ・リンポチェに説

法させ、

 ２人のラマに座布団、背もたれなど必需品をはじめ、非常に多くの品物を賜

り、

 それより下のラマ・弟子たちには位に応じた非常に多くの賞品を

 賜った。このように、聖大法王(1)と、支持者(2)、最勝者(3)の２人の尊者 

 を始めとして、この濁世において、中央と辺境の有情すべての弱化を解消 

し、 



















 
(1) 乾隆帝 
(2) ジャンジャ・ホトクト 
(3) パンチェン・ラマ 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
(5) Skt. （阿弥陀佛） 
(6)  
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(4)  
(5) Skt. （阿弥陀佛） 
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 完全円満聖者の教法の本質を全うし、誤またず、

 黄帽の冠をもつ、この教義を弘通する時、

 福徳祈願の力によって、主従の関係にある人々に示され、

 共に集まった善行が未曾有のものとなった。これは、佛陀・菩薩すべての

 讃辞する処、また、教法をあるがままに分別し、すべての学者が信仰し、

 好み、随喜する処となったのである。



この最勝主皇帝は、

 教法、有情のため、安寧増上のために、私の師に

 宝事のため名前を与え、（その名は）大パンディタ阿弥陀尊者

 ロブサン・バルダン・イシ・ワンボ尊者であるその人を、この国（漢地）

に招請した。

 そこにおいて、パンチェン一切智者の伝記は虚空の如く果てがない。
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(1) （ガンジス河） 
(2) Skt. （劫） 
(3) 橋本本には rtsibs kyi mu khyudとある。Skt. （王の名） 
(4) Skt. （転輪） 
(5) Skt. （宝蔵） 
(6) Skt. （極楽） 
(7) Skt. （阿弥陀佛） 
(8) 化身阿弥陀 
(9)  
(10) Skt. （菩薩） 
(11) Skt. （声聞） 
(12) Skt. （独覚） 
(13) Skt. （梵天） 
(14) Skt. （帝釈天） 
(15) Skt. （転輪） 
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 前の存在より略述すれば、まさにこの聖者が早期示現した１人が、

 無限のガンジス河の細かい砂の数ほどの劫の年月が過ぎた時、

 輻輞といわれる転輪王となった時に、宝蔵佛の前において、最勝

 菩提に発心した。その後、計るのが困難な二資量の彼岸に

 いたり、西方浄土の最勝極楽において、教法と法身阿弥陀、受用身無量寿

佛および

 化身阿弥陀の自性の佛となった。

 その後、十方の無限の世界の国々において、佛と

 菩薩、声聞、独覚、梵天、帝釈天、転輪王など、浄





































 
(1) 橋本訳注p.317によれば、過去の劫の転輪聖王の名 
(2) さとりのもとになる善根功徳（中村元『佛教語辞典』） 
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(1) Skt. （世界） 
(2)  
(3) Skt. （羅漢） 
(4) Skt. （須菩提） 
(5) Skt. （迦葉） 
(6) Tib. dge tshul Skt. （沙弥‐弟子） 
(7) （大菩薩） 
(8) （月） 
(9) （光） 
(10) （童子） 
(11) Skt. （智恵をもつ者） 
(12) （人名） 
(13)  
(14)  
(15) （金剛鈴） 
(16)  
(17)  
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 と不浄の化身が不可思議に広がり、分散し、輪廻がいつも

ある限り、有情の利益をなした。そのことが、娑婆世界のここにおいても、

佛陀釈迦

 王の時において、羅漢聖なるスブーティと聖なる迦葉の

 沙弥（弟子）「蓮華の香り」と、大菩薩月光童子と

 持明寿ジーワ医などに転生をなした。その後、吉祥

 竜樹心弟子大アーリヤデーヴァ、大師バーバビヴェーカは

 ヴァジラガンタ師、アバヤーカラグプタ師、シャンバラ（勝楽）国の
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(1) 橋本本にはとある。→Skt. （文殊称） 
(2)  
(3) 橋本本には （アティーシャ）とある。 
(4) 橋本本には とある。 
(5) 古代チベットの氏族名 
(6) 橋本本には sgam po baとある。 
(7) Skt. （福徳） 
(8) Skt. （宝） 
(9) 橋本本にはblo bzang chos kyi rgyal mtshanとある。 
(10) 橋本本にはblo bzang dpal ldan ye shesとある。 
(11)  
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 先祖完璧なジャンバル・タクパ宝、大師バドゥマサンババ、

 師（ジョボ）アティーシャ尊者、師バババドゥラ、ゴエの翻訳官ククパ・

ハ・、

 ツェー、比べることのできないカンボバ・ボヤナ・ラドナ、サキャ・パン

ディタ・アーナンダ・ドワジャと

 勝者ユンドン・ドルジバルと、賢成就者ランシム・シュリバドラと、

 成就者プンヤ・ビルワ・カスタ、大寂静勝者ロブサン・ドン

 ロブと法王パンチェン・ロブサン・チョイジ・ジャルサンおよび、一切智者

 パンチェン・ロブサン・イシ・バルツァンボと大一切智者大パンディタ

 尊者ロプサン・バルデン・イシたちに転生をなして、 

 衆生の利益を行った。そこで、もし、パンチェン・エルデニが、ツァンに
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(1) 橋本本には とある。 
(2)  
(3) 橋本本には dmigs brtse maとある。 
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属する所のシャンといわれる地方の中のタシ・ツェーといわれるところで、

父は

 タンハといい、母は多くの尊敬を集めた一族の婦人であって、

 信仰に対してまったく狡猾さがなく、生まれつき誠実で、ラマと三

 宝を崇めるなど、多くの徳を身に付けている、その父母２人の

 息子として、第ラプチュンの戊午の年（年）、月

 日に、日の光とともに、五色の一筋の虹が、建物の中に

 現れるなどの、驚くべき数々の吉兆と共に円満し、お生まれになった。２か

月

 になられた時、御両手の掌を合わせられた。７か月になると、いつのまに

かお経の

 文言を何度も唱えられるようになった。８か月からは、ミキツェーマを口

誦されるようになった。

 聖者（パンチェン・ラマ）の前世の肖像を見ると、これは私だと

 おっしゃった。いつも、普通の赤ん坊らしく泣いたり、横向きに寝るとい

うことは
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(1)  
(2) 橋本本にはngag dbang blo bzang 
(3) 橋本本には dga’ ldan khang gsar とある。 
(4) 橋本本には la mo chos skyong とある。 
(5) 橋本本には chos skyong とある。 
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(2) 橋本本にはngag dbang blo bzang 
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(4) 橋本本には la mo chos skyong とある。 
(5) 橋本本には chos skyong とある。 
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 なさらずに、心臓のところで掌を合わせ、結跏してお坐りになった。

 そのように、御身体が幼かった時も、普通の赤ん坊のような振る舞いすべ

てと反対のことを

 して、信仰と布施をなし、生まれつき心持ちが実直であるなど、高貴なる

様々な

 振る舞いは美麗で、依所には供物を捧げ、礼拝し、深遠な

 秘密真言を唱えたりなど、高貴な者たちの称賛を受けるに相応しい、無垢な

 『伝記』の中にひたすら入っていった。そして、庚申の年（年）の８

月に摂政

 ソドナム・トプゲー王と勝者ダライ・ラマの代理接客者であるアグワン・

 ロブサンとタシルンポ（寺）から遣わされた使者らが集まり、ガンデン

 新館において大護法神を招請し、怙主パンチェン宝

 一切智者の転生者宝がウー・ツァン・カムのどの地にお出でになるかにつ

いても

 明らかにして、予言なさるよう切に申し上げた。すると、大護法者（ダラ

イ・ラマ）がおっしゃるには、























 
(1) チベット語原典に従えば、解脱と訳すべき。 
(2) ポラネー（1689~1747） 
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(1)  
(2) 橋本本には （居所）とある。 
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(2) 橋本本には （居所）とある。 
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 「吉祥なるタシルンポ寺の聖者は、吉祥なる地タシ・ツェーにお生まれ

 になった。祝賀の即位の儀式を今速やかに行いなさい。吉祥の光によって

すべての者に

 広めるように」などと言って、信頼すべき予言を示して、明らかにお言葉

を下された。そして、

 勝者一切智者はまた、「今、タシ・ツェーに誕生した

 ものである。その如何ようにも確認できることが明らかに現れたことは、

非常に良いことである」

 と（ダライ・ラマが）御言葉を下され、２人のラサの弁事大臣を通じて大

皇帝に申し上げさせた。

 その後、９月（初）６日に、大一切智者勝主は、

 ロブサン・バルダン・イシという名を授けるのに合わせて、居所より近従

 たちと共に、タシ・ツェーに彼を派遣して、歓喜宴を催した。その後、

 辛酉の年（年）、６月（初）４日に、大執事長などと

 聖皇帝の勅令によって、派遣した大ラマなどと共に１万に近い

 僧侶たちが、傘、幢など様々な供物を捧げ、
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(1) （座） 
(2)  
(3)  
(4) Skt. （分別、解釈） 
(5) が抜けている。 
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(3)  
(4) Skt. （分別、解釈） 
(5) が抜けている。 
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 行列で出迎えた。また、タシルンポ大寺院に招いて、無畏

 獅子座に足蓮を美しく作った。ある時、住

 座の方向に、何度も礼拝した後、敷物の上に坐って、合掌

 祈願する様相を示した時、執事長ロブサン・ツェーワが、

 「何ですか」とお尋ねしたところ、「住座の上の中央に、尊者大

 ツォンカパと左右に尊者文殊菩薩と執金剛手菩薩が共にお坐りに

 なっている、その姿に祈っているのです」とおっしゃった。壬戌の年

（年）、聖アグワン・

 ビャンバの傍で、菩提道燈などの解釈や、優婆塞戒を

 受け、威徳明王の灌頂を聴聞した。癸亥の年（年）、持金剛ロブサン・

 ソドバを善友となして、教法を多く聴聞した。甲子の年（年）に、

 善友の彼（持金剛ロブサン・ソドバ）を師となして、出家比丘戒を受け、

涅槃を
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(1) 橋本本には （摂類学の聴聞法）とある。 
(2)  
(3) 橋本本には とある。 
(4) 橋本本には とある。 
(5) 橋本本には とある。 
(6) 橋本本にはとある。 
(7)  
(8) 橋本本にはとある。 
(9) 橋本本にはとある。Skt.  
(10) 橋本本にはとある。Skt.  
(11) 橋本本にはとある。Skt.  
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 希望する者たちの頭頂の如意宝（指導者）となった。乙丑の年（年）、

その善友より、

 摂類学の聴聞とジェ・リンポチェ（ツォンカパ）とパンチェン・ロブサ

ン・チョイジ・ジャルサン

 および、パンチェン・ロブサン・イシの十万の言葉などを聴聞した。 

 歳の時（年）、最勝ラマは自身の足固め請願および

 『知恵・推測』などの御言葉を著作となした。

 歳（壬申）（年）に、全ての勝者、大慈悲（観音）自身の化身、

 第７世勝主ロブサン・ガルサン・ジャムソ活佛の側で、四 

 庫蔵、金剛曼、百友大灌頂、カーラ・チャクラ（吉祥時輪）大灌頂 





































 
(1) Tib. rje bla mchog rang nyid kyi gsol ’debs（主ラマ自身の長寿請願） 
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(2) 橋本本にはとある。Skt.  
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(8) 橋本本にはとある。 
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 吉祥可畏金剛十三神大灌頂、また、ナルタン（寺）の百、

 バリの百、成就海の３允許の根本と共に、最勝勝主

 の十万御言の根本などの教法を多く聴聞した。可畏金剛

 灌頂を与えた後に、最勝勝主は「最勝佛を

 徳行の本尊とするならば、殊勝と共通の成就、安寧が容易に円満する

 であろう」とおっしゃった。かくの如く、持白蓮華者（ダライ・ラマ）は、

この聖者を大

 秘密教主と褒め讃えることとなった。歳の丁

 丑の年（年）、６月初４日に、法輪を転じた

 大いなる日に、羅漢大持戒者の善友、活佛ロブサン・ 
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(1) 橋本本にはとある。 
(2) 橋本本にはとある。 
(3)  
(4) Skt. （金剛手） 
(5) 橋本本にはとあり、ここはが落ちていると考えられる。 
(6) 橋本本にはとある。 
(7)  
(8)  
(9) 橋本本にはとある。 
(10) 橋本本にはとある。 
(11) 橋本本にはとある。 
(12) 橋本本にはとある。 
(13) 橋本本にはとある。 
(14) 橋本本にはとある。 
(15) 橋本本にはとある。 
(16) 橋本本にはとある。 
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(1) 橋本本にはとある。 
(2) 橋本本にはとある。 
(3)  
(4) Skt. （金剛手） 
(5) 橋本本にはとあり、ここはが落ちていると考えられる。 
(6) 橋本本にはとある。 
(7)  
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(9) 橋本本にはとある。 
(10) 橋本本にはとある。 
(11) 橋本本にはとある。 
(12) 橋本本にはとある。 
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(15) 橋本本にはとある。 
(16) 橋本本にはとある。 
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 チョーペルを師とし、トーサム寺の活佛、ロブサン・タシはコンマ師

 などとなして、具足戒、比丘戒をよく受け、

 持戒者すべての頭飾となった。善友大師は

 その後、吉祥金剛手大輪大（灌頂）など多くの経典を聴聞した。

 歳の己卯の年（年）に、一切智者ジャンジャ・ラリタ・バジル

 活佛の教えに従って、その聖者、従者とディモ化身、聖

 アグワン・ビャンバ一切智者、ジャムヤン・シャドバの化身、尊者

 ゴンチグ・ジクミド・ワンボ、ラクヤブ化身、ジャスライ、セムバ、ジェ

ドゥンの
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(1) 橋本本にはとある。 
(2) 橋本本にはとある。 
(3) 橋本本にはとある。 
(4) 橋本本にはとある。 
(5)  
(6) 橋本本には （弥勒佛）とある。 
(7) Skt. （律、戒、所化） 
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(1) 橋本本にはとある。 
(2) 橋本本にはとある。 
(3) 橋本本にはとある。 
(4) 橋本本にはとある。 
(5)  
(6) 橋本本には （弥勒佛）とある。 
(7) Skt. （律、戒、所化） 
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 ３化身、ツァンボ・ノモンハン、トガン・リンポチェ、遍主（すべての

主）ロブサン・

 チョイジ・ニマー、ビリクト・ノモンハン、セラ、デプン、ガンダンの３

寺院の

 ラマたちと、弟子たちなどが特別に求める者２千以上の賢者たちが集まった

 会において、吉祥時輪大灌頂を不可思議微妙なる

 善説によって荘厳し、よく授けられた。壬午の年（年）、聖弥勒とい

う名の人が、

 この聖者（パンチェン・ラマ３世）に、「説法、論争、著述の３つの門よ

り、勝 

 教を堅持、増大させる必要がある。特に、専門的に探究する者たちに

 出家の具足戒を授ける必要がある。所化より、出家具足戒の師

 となる際に、具足戒を受けて年たつ必要があると説かれたことは、共通

のこととなった。

 区別された第一のものとなるなら、５年たってから師となってもよいという
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(1) 橋本本には （昌都、チベット東部の四川、青海、雲南に跨る地名）とある。 
(2) 橋本本には とある。 
(3)  
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(1) 橋本本には （昌都、チベット東部の四川、青海、雲南に跨る地名）とある。 
(2) 橋本本には とある。 
(3)  
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 規則も、律において明確になっている。現在、聖怙主（の）具足戒を受けて

 ５、６年になっているので、教法の伝承において貢献し、専門的に

 探究する者たちに、具足戒を授ける必要がある。今、出家の初めとして、

 昌都（チャムド）のパクパ・ハーの転生宝に（戒を）授けよ」と非常に親し

く

 御言葉となされた時、信心の言葉を受けて、この聖者は師となって、パク

パ・ハーの

 聖転生者に、優婆塞（信者）、出家、弟子（沙弥）の戒を授けた。癸未の

年（年） 

 正月日にこの聖者は、師となって、

 人の弟子たちに具足戒を授けた。乙酉の年（年）

 正月日に、最勝主（ダライ・ラマ８世）は、時輪を新しく

 打ちたてる説法の善き施物を与えた。（同年）３月に真言の本性

 理解者人の弟子たちによって、時輪の成就を打ち建てようとして、
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(1)  
(2)  
(3) Skt. （修行僧の第一段階） 
(4) 橋本本には （楽道）とある。 
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(1)  
(2)  
(3) Skt. （修行僧の第一段階） 
(4) 橋本本には （楽道）とある。 
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 （３月）日のはじめより、吉祥時輪、身、口、意の完全

 円満した彩色砂壇城マンダラをつくり、日より

 開始し、７日間、成就供養した最後に、火（護摩）マンダラを行い、

 吉祥時輪の説法成就戒の最後まで、衰ろえないままの

 施主の条件を満たした。その後、最勝主の化身

 宝に、弟子の学戒を授けられ、師となるために、ウー

 に赴くことが必要とおっしゃったのに従い、ウーに赴いて

 （年）６月４日に、最勝勝者の化身宝（ダライ・ラマ８世）に

 沙門の戒を授け、教法、衆生の大護友とし、その力を

 安堵し、大道次第の説明根本、楽道指南、発

 心供養を共に捧げた。丙戌の年（年）に、（乾隆）皇帝は
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 ジャサク・ラマ、アグワン・バルジョル・ホトクト等を遣わして、授けた

 表彰文は「我々は勅書を与え、汝に以前のように

 パンチェン・エルデニと（表彰）して、大タシルンポ寺院の主とした。

 汝もまた、一般の多くの僧侶たちに、戒律の布告勅語を尊者の

 行法において努力させ、ウー・ツァンにこの清浄なる教法を以前の

 ように増上させ、我々のこの中心の地において、一向心によって、よく恭

敬

 せよ」とされた。ある時、ポタラに赴き、勝主宝（ダライ・ラマ８世）に

 秘密集会、無畏金剛と吉祥輪最勝楽および吉祥可畏金剛と

 赤可畏金剛と黒敵など三つ、十三佛の大

 灌頂、また、金剛曼と百友などの灌頂と成就

 法海とバリ百法などの一般の教えとそれぞれの教えの

































 
(1) ウルジー訳p.97に紅色閻魔敵、黒色閻魔敵とある。 
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 多くの允許と宝尊者（ツォンカパ）の十万語の教法、経典を多く与えた。

ある時、

 かの尊者一切智者（パンチェン・ラマ３世）が師となって、勝主宝（ダラ

イ・ラマ８世）に 

 具足戒を授けるなどによって範を示した。ウー・ツァン地方および

 アムドと大モンゴルの地全てより、信仰の力をもつものをはじめとする不

可思議なる

 所化等は、膨大なる財物の供養の雲

 海によってよく供養し、彼らのそれぞれの希みをのぞんだとおりに

 具足戒（を授け）、深くかつ偉大なる法輪を毎日転ずる

 ことなどにより、賢者が地上を覆うこととなった。己亥の年（年）

 の正月に、天命により、文殊大皇帝（乾隆帝）は文殊主

 大ツォンカパの教えに従って、「このような法を内在させ、器官は

 穏やかに、見るだけで、他人の心を奪い、信じるだけで
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 福徳が増し、欠点が減ずる。聖なる善友を信じよ。流浪者たちよ」

 と説かれた意味と合わせて、この尊者聖ラマを皇帝（乾隆帝）の宮殿に 

 招聘し、面謁する必要があるという勅旨を賜った。その時、信じて

 ６月日に、密集した星の集まりで囲まれた夜の

 信仰のように、タシルンポ大寺院から乗物の手綱を動かされた（出発し

た）。

 駅逓をつけた見送りは、チベットの弁事大臣（アンバン）が指名したチベ

ット、漢地の大臣、

 軍隊などの無数の人々に囲まれて赴かれる時に、最勝主は、

 長寿の祈り、および見送りの布施を広く賜った。その後、次第に

 あらゆる方角より、集まった衆生すべてに、御手の灌頂と望んだ

 深甚かつ偉大なる法を授けつつ御進みになって、月日に、
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(3) 橋本本にはとある。青海本はとなっており、ともに（）はない。 
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(6) 橋本本には（界、境地）とある。Skt. （結界） 
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 文殊主第二勝者のお生まれになった地、ツォンカの地の大寺院

 クンブム・チャンバリン（塔尔寺）に至り、（月）日に法要を大いに

行った。 

 月初旬の日の午後より始めて、１か月間、結界で

 過ごし、吉祥可畏金剛の瞑想に入り込み、

 その後、寂静、弘通、情、調伏の行を授けた。その後、庚

 子の年（年）、３月初旬の日、クンブム（塔尔寺）より乗物の手綱

をとって出発した。 

 この時、大執事長をはじめとして、従者たちは天然痘が出なかったので、

 この尊者によって、一切智者ゴンチグ・ジクミド・ワンボに「あなたは、
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 彼らに天然痘の予防接種をしなさい。」と下した命令に従って、アラグシ

ャのテン

 ゲーリン寺に、大執事長はじめ、僧俗ぐらいと

 共に赴かれて、予防接種をしたので、彼らは誰も病にならない

 定めにより、天然痘から逃れることができたので、一切智者シャディーバ

 尊者、彼は、従者たちに想像を超えた恩恵をなした。そこから

 さらに進んで、オルドスのオトク・ベイル（貝勒）の地において、人の

 シャビ（弟子）に具足戒を授けた。チャハルの地において、人

 に具足戒を授けた。６月日には、ドロン

 ノールに到着し、皇帝（乾隆帝）の賜った勅書、供物
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 を献じた。この尊者（パンチェン・ラマ３世）は、ジャンジャ・リンポチ

ェなど、ラマ、弟子たちの多くの集会 

 において、ラマ供養幸福空無分別などの教法を

 授けた。毎日、モンゴルの方より集まった大ラマ、大諸侯など、

 数限りない人々が、頭を明確に下げて礼拝し、（また）利益を得た

 人々が、無数の財物の必要なものを大皇帝の献上品を集めるように

 奉った。法の太鼓を叩くことによって、人々の心の悲しみを

 完全に取り除き、釈迦の教宝を円満の雨から生まれた

 水の蔵の如く弘通させた。そこ（ドロンノール）にいる時、礼拝者が非常に

 多くなったので、優婆塞、優婆夷、比丘、および比丘尼、妻帯、有夫の出

家の 

 戒を非常に多く授けたが、具足戒を与える暇が

 なかったので、（６月）日にドロンノールより出発して、道
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(2)  
(3)  
(4) （綿） 
(5) 左に（羽をつけること）と書き込みがある。 
(6) （つり合う） 
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 すがら、無数の僧俗に御手の灌頂を授けた。具足戒

 をも、３回授けたうちの最初において、晦日（日）に具足戒

 、２回目は、７月１日に

 具足戒を、３回目は（７月）５日に

 チャガン・ジャランという所で、宿営をなして、太陽が４分の１沈んだ

 時より始めて、夜の初めの半ばに到るまでに、マイダル・

 ホトクトなどの受戒者に具足戒を与えた。

 その時、我々（筆者：ツェンべルグーシ）もまた、具足戒の縁分に到ったの

で、

 心が、綿のような翼を持ったものと同じように晴れやかになった。

 このように、毎日方々から雲の如く集まった万を超える
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 僧俗に御手の灌頂と教法を多く賜りながら、次第に

 進んで、７月日に、ジャンジャ一切智者

 などの出迎えと多くの僧伽の行進とともに、熱河の

 大植物園の宮殿に、文殊主とともに

 尊者（パンチェン・ラマ３世）が面会して、大皇帝（乾隆帝）に、内庫の

ハダックなどを献じて、

 安寧を（お祈り）申し上げた。（乾隆）帝はまた、内庫のハダックを献じ、

喜びながら

 ご懇談し合って、身につけていた宝飾の、杏子の

 種のような大きさの、値段のつけられない真珠の数珠などをこの尊者に

 献じて、庭園の四方八方に吉祥を施せと勅命を下されたので、

 （それに）従って吉祥福を施して、タシルンポの宮殿に（パンチェン・ラ

マ３世は）赴かれた。






